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伊豆沼・内沼生物多様性シンポジウム講演要旨
伊豆沼に分布するツルスゲ(カヤツリグサ科)は
どこから来たのか?
林康央1 .藤井伸ニ2.横山潤3
(1 :山形大・理・生物12:人間環境大13:山形大・理・生物)
日本国内に生育する水生・湿生植物は，水質汚濁や河川1.湖岸改修，外来種の侵入などのさまざまな
要因によって，現在多くの種が絶滅に瀕している.湖辺などに分布する湿地性の植物もその例外ではな
く，ヨシ原の消失などに伴fって各地から急速に姿を消しつつある.宮城県北部に位置する伊豆沼・内沼は，
平地の代表的な水辺環境を良好な状態で、有し，多様な生物相を擁することから，国の天然記念物，鳥獣
保護区，さらにはマガンの園内有数の飛来地としてラムサール条約の登録湿地にも指定されている，国
内で、も最も重要な池、沼の一つで、ある.ここには特異な分布を示す北方系，南方系の水生・湿生植物が存
在しており，園内の植物地理学上も重要な場所となっている.
ツノレスゲ、Carθ'Xpseudocuraicaは北方系の湿生植物の一種で，国内では北海道に広く分布する他は
自生地が極めて限られている.本州、|での分布は青森県，秋田県，宮城県，新潟県(野生絶滅) ，滋賀県と
互いに隔離しており，宮城県では伊豆沼・内沼が唯一の自生地となっている.北方系の植物が東北地方
に隔離分布する例は他にも知られているが，南限が遠く滋賀県まで到達していることも含めて，ツノレスゲ
の分布ノ号ターンはそれらのいずれとも異なっている.どのような過程を経てツルスゲの現在の分布パター
ンが形成されてきたのかを明らかにすることは，東北地方の植物の分布パターンの形成過程を考える上
で重要な情報を提供するものと考えられる.そこで本研究では，伊豆沼に自生するツルスゲの遺イ云的多
様性を明らかにし，それを他の自生地と比較することでその起源を探ることを試みた.
伊豆沼・内沼の集団の他，北海道，青森県，滋賀県の各集団からツルスゲを採集し，各植物体から
DNAを抽出した後，AFLP解析を行うことで，各個体の遺伝的な特徴を明らかにして，比較を行った.そ
の結果，他と最も遠く離れた滋賀県の集団は，遺伝的多様性が低く，他の集団との遺伝的な差異が大き
かった.東北地方の集団では，青森の集団は北海道の集団と同程度に遺伝的多様性が高く，伊豆沼・内
沼の集団は北海道の集団よりやや遺伝的多様生が低い傾向があった.青森の集団は北海道の集団と遺
伝的に異なっている傾向が強いのに対して，伊豆沼・内沼の集団は相対的に北海道の集団と類似して
おり，青森と宮城で、は集団の起源、が異なっている可能性が示唆される.
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